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イド発生特性は 9Cr 鋼と異なるため，12Cr 鋼のための係数を新規に求め，提案予測手法
の 12Cr鋼溶接熱影響部への適用を可能にした。 
第 4 章では，小規模構造で検証されている骨組み構造の部材配置と断面積の同時最適化
手法の，大規模骨組み構造であるボイラ鉄骨のブレース配置最適化問題への応用を試みた。
探索的手法を用いた骨組み構造の最適配置アルゴリズムに対し，ボイラ鉄骨構造に適用す
るための機能追加を行い，実機火力発電ボイラの鉄骨構造のブレース配置最適化に適用す
ることにより，本手法の大規模構造への適用性を検証した。更に，本手法による質量低減
効果への地震係数の影響や配置するブレース数の影響についても明らかにし，ボイラ鉄骨
の耐震性と経済性を両立できる最適設計手法を確立した。 
第 5章では，本研究の今後の課題について述べ，第 6章では，本研究で得られた成果を
まとめた。 
以上，審査の結果，本論文の著者は博士（工学）の学位を授与される十分な資格がある
ものと認められる。 
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